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ＯＮＥ ＴＥＡＭで もっと賃上げ・生活改善 
－労働条件改善を加速させ、人財の確保・定着につなげよう－ 

２０２５年 ３月 ５日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合関東地協 ２０２５春季生活闘争勝利！総決起集会 

 ＪＲ連合関東地方協議会は、２月 28 日、東京都内で「２０２５春

季生活闘争勝利！総決起集会」を開催し、２０２５春闘勝利にむけて、

加盟単組が一丸となった統一闘争を展開する決意を固め合った。 
 

 冒頭、主催者を代表して挨拶に立った今井孝治議

長（ＪＲ連合執行委員、ＪＲ東海ユニオン中央本部
書記長）は、安全問題を最重要課題としつつ、今次

闘争を取り巻く情勢やＪＲ産業の現状について触

れるとともに、ジェイアール・イーストユニオンに
おける組織拡大について報告し、ＪＲ連合への総結

集を改めて呼びかけた。 

 来賓として、関東地方交運労協の八木尚文事務局長から連帯のあい
さつを受けた後、基調講演として、ＪＲ連合の宮野勇馬企画局長から

今次闘争を取り巻く情勢やＪＲ連合２０２５春季生活闘争方針等に

ついて提起を行い、統一要求の方針を示した。また、労働組合の存在
価値をより高め、組織の強化・拡大につなげるため、春闘の取り組み

を積極的に発信することの重要性を訴えた。 

 その後、集会に参加したＪＲ東海ユニオン、ＪＲ西労組、貨物鉄産
労、ジェイアール・イーストユニオン、新幹線メンテナンス東海労組、

ジェイアール東海ツアーズ労組、南関東ロジスティクス労組の代表者

７名から、今次闘争に臨む力強い決意が述べられた。 

 集会アピールの採択後、２０２

５春季生活闘争勝利に向け、組織

一丸となって力強く運動を展開
することについて、今井議長の団

結がんばろうで確認し合った。 

 

挨拶する今井議長 


